
令和6年度伊勢志摩国立公園地域協議会

「伊勢志摩国立公園ビジョン」の

検討・作成について

令和6年8月

伊勢志摩国立公園

コンセプト：悠久の歴史を刻む伊勢神宮 人々の営みと自然が織りなす里山里海

目指す将来像：至る所に存在する人と自然の結び目に触れられる
人々が寄せては返す波のように訪れる国立公園

（伊勢志摩国立公園ステップアッププログラム2025より）
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国立公園とは？
伊勢志摩国立の特徴
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国立公園とは？

日本の国立公園の定義
（自然公園法第２条）国立公園の定義：

我が国の風景を代表するに足りる
傑出した自然の風景地

（自然公園法第１条）目的：

優れた自然の風景地を保護するととともに、
その利用の増進を図ることにより、
国民の保健、休養及び教化に資するとともに、
生物の多様性の確保に寄与する。

➢ 国立公園の制度は昭和６（1931）年から
➢ 現在３５ヶ所を指定

➢ 伊勢志摩国立公園は、昭和21（1946）年
11月20日に指定。
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伊勢志摩国立公園の特徴

➢英虞湾や五カ所湾のリアス海岸、内陸部
の常緑広葉樹など、美しい自然景観

➢真珠、カキ等の養殖、海女漁、伊勢神宮
などの人文景観

➢神宮参拝、海洋レジャー、海産物等の味
覚探訪の利用、エコツーリズム活動

➢９６％が私有地

自然と人の営みの融合が最大の特徴

【コンセプト】
悠久の歴史を刻む伊勢神宮
人々の営みと自然が織り成す里山里海
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伊勢市 鳥羽市

志摩市南伊勢町

伊勢神宮を中心とし、宮域林の森林景観と、二見浦の
海浜景観が特徴で、利用の中心は伊勢神宮の参拝であ
る。

鳥羽湾の海岸を中心とし、朝熊山からの主たる展望
対象となる地域でもある。また、交通の要衝となっ
ており、水族館や博物館などの展示施設や宿泊施設
等が集中している。

英虞湾や的矢湾の繊細かつ優美なリアス海岸から成り、
横山から展望される一帯の地域である。

五ヶ所湾、贄湾、神前湾等のリアス海岸と荒々しい海
食崖を中心とする海岸線を有する地域である。

出典：伊勢志摩国立公園管理計画書 管理計画区 区分方針より

写真予定

伊勢志摩国立公園の特徴

写真出典：（C）伊勢志摩観光コンベンション機構



伊勢志摩国立公園
地域協議会とは？
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伊勢志摩国立公園地域協議会とは？

【コンセプト】
悠久の歴史を刻む伊勢神宮
人々の営みと自然が織り成す里山里海

■目的

⚫ 国立公園の美しい自然を活かし、
より上質な体験を提供することに
より、

⚫ 世界水準の「ナショナルパーク」
へと改革していく国立公園満喫プ
ロジェクトを伊勢志摩国立公園に
おいて推進するための具体的なプ
ログラム（ステップアッププログ
ラム)を策定し、実施していくこ
とを目的に、

⚫ 関係機関の相互の連携を図るため、
伊勢志摩国立公園地域協議会を設
置する。

出典：伊勢志摩国立公園地域協議会設置要綱 ▲H25環境白書より
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伊勢志摩国立公園地域協議会とは？

◆特徴：地域の多様な主体による地域一体となったプロジェクトの推進
⚫ 伊勢志摩国立公園は、私有地の割合が他の国立公園に比べて非常に高い（約96％）
⚫ 多様な関係者がおり、様々な取組みを実行するためには相互連携とそれぞれの主体的な
取組みが必要

⚫ 行政関係者に加え民間事業者も構成員と
なっている

⚫ 観光関係団体に加え、インバウンド利用
者には交通が重要なため交通事業者が参
加

■構成員（24団体） ■アドバイザー（19団体・個人）

⚫ インバウンドを増やしていくためのキー
パーソン。各分野の代表的団体・個人

⚫ 各種取組みへの助言、協議会開催のセミ
ナー（勉強会）講師等としても協力

★多くの関係者で協議会を構成し、丁寧に意思疎通を図ることで、プロジェ
クトを確実に進めていく。

★ステップアッププログラムの各者の取組の進捗状況を共有する場であり
協議会を通じて、関係者同士の横のつながりを深め、さらなる連携強化を
図っていく。
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伊勢志摩国立公園地域協議会とは？



国立公園のビジョン
検討・作成について
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国立公園のビジョン検討・作成の目的

■なぜ必要か？
• 国立公園の管理において、新たな課題への能動
的な対応、国立公園としての資質や魅力の保全、
利用者のニーズの変化を踏まえ地域振興に配慮
した適切な利用の推進、地域の観光や土地利用
に関する計画・施策との整合性を図るためには、
多様な関係者との協働による管理運営が不可欠。

• 協働による管理運営には、国立公園の目指すべ
きビジョンを地域の皆様と検討し、共有してい
くことが必要。

• R4自然公園法改正に伴う要領見直しにより、国
立公園の公園計画基本方針にビジョンを記載す
ることとなった。

▲H25環境白書より 12



国立公園のビジョン検討・作成の目的

■伊勢志摩国立公園においてなぜ今検討しようとしているのか？
• 伊勢志摩国立公園地域協議会において「ステップアッププログラム

2025」による取組を進めており、次期プログラム「SUP2030」への改定
が間近である。

• 令和８年度には国立公園指定80周年を控えている。
• そのため、今、国立公園の目指すべきビジョンを地域の皆様と検討・共有
し、「ステップアッププログラム2030」に実装することにより、今後の
伊勢志摩公園における各種取組みを、地域の皆様と共通認識を持ち連携し
て進めていくことができる。

• また、このような機会を捉え、公園計画の変更も検討しており、共通のビ
ジョンを実装する予定。
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《伊勢志摩国立公園ビジョン》とは？
➢ 指定80周年を前に、90周年、100周年に向けて伊勢志摩国立公園の目
指す姿を示す宣言のようなものを想定

➢ よりよい未来を築くため、これからの伊勢志摩国立公園が目指す姿を
わかりやすくとりまとめたもの

➢ 伊勢志摩国立公園に関わる人の想いをとりまとめ、地域に浸透してい
くようなものにしたい

➢ 中長期的な視点に立ち、国立公園の望ましい姿、提供すべきサービス、
公園の価値や保全・利用の目標を地域の人々にとってわかりやすく示
したものを検討

伊勢志摩国立公園ビジョン
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◼ビジョンを単にキャッチフレーズとせず、達成する
ための目標として具体的な姿を付記することを想定

◼これにより具体的行動につながり、達成状況のモニ
タリングが可能になる

イメージ

Goal 1 Goal 2 Goal 3 Goal 4

Goal 5 Goal 6 Goal 7 Goal 8



ビジョン検討・作成とその後の流れ（案）
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ビジョン 満喫プロジェクト 指定80周年 公園計画

令和6年
（2024）

令和7年
（2025）

令和8年
（2026）

ビジョン（案）

ビジョンの
検討

SUP2030の
検討

SUP2030の策定

実装 連携

SUP2030に
沿った取組

展開

第1回地域協議会

第2回地域協議会

ビジョン

指定
80周
年関
係事
業

実装

公園
計画
の
検討



ビジョン

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

ビジョン検討・作成の流れ（案）
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④ワークショップによる検討
・4回開催を予定

・勉強会同時開催も予定

第１回地域協議会
①検討メンバー
推薦・決定

②現状把握
関係者へのアン
ケート調査・分析

③現状把握
関連データ・既存
計画等情報収集・

分析

第２回地域協議会

ビジョン（案）

ビジョン

①『「伊勢志摩の未来を考えて強い
信念を持って取り組んでいる」「伊
勢志摩の将来を担う」人』を
Keywordに、構成員・アドバイザー
から所属団体に限らず推薦していた
だく。推薦者10名程度+幹事会構成
員からの若手メンバーを想定
※事務局で取りまとめ、決定は幹事
会に一任いただく事を想定

④各回、勉強会+ワークショップの
セットを想定。
知る、論点整理、論点ごとの議論、
まとめを想定

②構成員・アドバイザーへ、現状認
識や未来への展望、課題、貢献でき
ること等を伺うアンケート調査を実
施する。

③国立公園の価値や利用状況、社会
情勢、既存計画等の情報収集・分析
を実施する。



他地域のビジョン事例①
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他地域のビジョン事例②

《大雪山国立公園ビジョン》
まもり、活かし、つなげよう みんなでつくる、

世界を魅了する大雪山国立公園

■大雪山国立公園の目指す姿
①大雪山の自然環境が守られ、より豊かになった国立公園
②魅力を活かし、質の高い利用体験ができる国立公園
③つながっていく国立公園
④みんなが協働して管理運営する国立公園

■ビジョンを実現するための取組例（一部抜粋）
⚫ 大雪山グレードに応じた歩道の補修等維持管理の促進
（植生の回復、地形・土壌の浸食防止） 
⚫ 外国人利用者対応の充実 
⚫ 一元的な情報発信
⚫ 国立公園内外の連携やプロモーションの促進
⚫ ビジターセンター等の国立公園の拠点施設における学びの支援 18



他地域のビジョン事例③

《磐梯朝日国立公園 磐梯吾妻・猪苗代地域のありたい未来（ビジョン）》
⚫ いつでも 心揺さぶる自然がある
⚫ 誰でも 心躍る体験がある
⚫ 何度でも 心惹かれる歴史・文化が待っている
これからも誰もが自分らしくいられるそんな地域でありたい。

■基本方針
①地域の最大の魅力である自然環境・景観の保護及び歴史・文化
の継承
②国立公園の適正な利用促進による地域社会・地域経済への貢献
③磐梯吾妻・猪苗代の三地域をつなぐ広域ネットワークの形成
④磐梯朝日国立公園を核としたサステナブル・ツーリズムの展開
⑤ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えた段階的・複層的な
取組展開
⑥この地域にしかない上質な体験の提供

19


	スライド 1: 令和6年度 伊勢志摩国立公園地域協議会 
	スライド 2: ③国立公園ビジョン検討・作成について 　1)進め方（案） 　2)アンケート調査の内容（案）
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 国立公園のビジョン検討・作成について
	スライド 12: 国立公園のビジョン検討・作成の目的
	スライド 13: 国立公園のビジョン検討・作成の目的
	スライド 14: 伊勢志摩国立公園ビジョン
	スライド 15: ビジョン検討・作成とその後の流れ（案）
	スライド 16: ビジョン検討・作成の流れ（案）
	スライド 17
	スライド 18: 他地域のビジョン事例②
	スライド 19: 他地域のビジョン事例③

